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日本的「少女趣味」の誕生
一「少女」の共同体とその欲望ー
山戸依子
今日、「少女趣味Jは、独特の様式的な感覚として認識されている。それは字
義通りの「年若い女の子の好むところのものJとし、う意味を超えて¥花やリボン、フ
リルに代表される、ある特定の傾向を持ったイメージやロマン的定型、あるいはそう
したものを好むあり方を差す場合が多い。その言葉にはノスタルジックな響きととも
に、どこか侮蔑的なニュアンスもつきまとっている。たとえば評論家が文学作品を
『少女趣味であるjと評する場合、それは十中八九好意的な評価とはいえない。
「少女趣味J的でありうる対象は、フアツ、ンョンや漫画にはじまって、言動や振る
舞いにいたるまで非常に多岐にわたる。 f少女趣味Jとは、衣食住から、文学、芸
術、生き方にまで及ぶ「好み(taste)Jの総体、かっ一種の「様式 (style)Jであり、
その意味においてカジュアルな批評用語として定着している。
しかし何かを指して「少女趣味」と評することは行われていても、その「少女趣
味Jとはどのような内実を持つものか言及しているものは非常に少ない。批評用語
としての「少女趣味Jは、「甘ったるくて、薄っぺらで、キラキラしてはいてもどこか安
っぽくJ2、「感傷的で、骨組みがもろそうJ3あるいは「夢見がちで世間知らずJとい
ったレッテノレ目占りとしてしばしば機能している。
本稿は、そのイメージが広く共有されているにも関わらず、その形式や特徴にお
いて正面から言及 ・考察されることのなし、「少女趣味Jとは何かとしづ問題を扱う。
「少女趣味J的なるものは日本においてどのようにして生まれ、発展し、どのように
位置づけられるのか。大正、昭和初期に育まれ、戦後も形を変えながら長く命脈
を保つこととなった『少女趣味Jを、『少女Jとし、う主体の誕生と、文学・メデ、ィアとの
かかわりにおいて考察する。
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1章 「少女Jの誕生
1・1女学生の登場
近代以前の日本において、思春期の女子が学校とし、う一斉教育の場において
過ごすとしづ慣行は存在しなかった。 4 女子のための学校は、文明開化を謡う明
治日本に、欧米から新たにもたらされたまさしく西欧モダンな装置であり、そこで学
ぶf女学生jは、近代日本に登場した全く新しい集団であったことは、ここで強調
しておいてもよいだろう。明治のジャーナリズムが都市の新風俗としてさかんに女
学生を取り上げ、 小杉天外『魔風恋風.!l(1903)、小栗風葉『青春.!l(1906)など、
女学生を主人公にした小説群が大きな人気を博したことからも、その登場が社会
に与えたインパクトの強さがうかがえる。
明治維新後ほどなくして始まった女子教育は、さまざまな粁余曲折を経ながら
も、明治 32(1899)年「高等女学校令Jにて一応の制度的完成を見る。それまで暖
昧に宙吊りにされていた女子教育の目的を「良妻賢母jの育成と明確に規定し、
女子の高等普通教育機関として高等女学校を全国府県に設置することを定めた
この法律により、女学校の数は爆発的に増大した。明治 27(1894)年に官立、私
立合わせて全国で 14校、生徒数約 2300人であった高等女学校は、明治 33
(1900)年には52校、約 12000人、明治40(1907)年には 133校、 4万人に届くまでに
なる。5 それまできわめて少数の、例外的な存在に過ぎなかった女学生は、ここに
至って、一定の規模を備えた集団として社会的に認知されるようになった。以降、
中産階級の勃興にしたがって、女子の教育人口は増加の一途を辿る。
女子教育の普及は、女子の知的レベルを底上げするとともに、思春期の女性
が同年代の向性の集団の中で濃密に過ごすとし、う、それまで、になかった新しい経
験をもたらした。現在の我々には想像しにくし、が、同年代の向性のみで構成され
たコミュニティは、学校という場において初めて可能になるものである。それは中産
階級以上の女性を「良妻賢母Jとなるべく教育し、結婚適齢期まで性的に安全に
隔離するための一種の「囲い込みJで、あった。しかし同時に、女性のライフコースに
おいては、教育を受けるという大義のもとに生産労働や結婚といった義務を猶予
され、比較的自由に過ごすことのできる数年間でもあった。その意味において女学校
は、女性の人生に初めて「学生時代」というモラトリアム期を出現させたといえよう。
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かくして「女学生」は、一定の規模と知的レベルを備えた同年代の向性集団と
して、社会の一角にその位置を占めるようになる。それは学校という近代的装置に
よって初めて可能になったモラトリアム的身分であり、血縁にも地縁にもよらない新
たなまとまりで、あった。
1-2読者カテゴリーとしての「少女Jへ
そうして出現した女学生としづ集団に向けて発行されたのがいわゆる「少女雑
誌」であった。しかし、この「少女雑誌Jとしヴカテゴリーは、当初から明確に成立し
ていたわけではない。学齢期にある女子の読み物は、さまざまな粁余曲折を経て、
「少年雑誌jと分化してして。
明治 20年代、日清、日露というこつの戦争を契機として、出版界はかつてない
活況を迎え、新たな出版社や雑誌が次々と誕生することとなった。このように飛躍
的に発展してきた出版メディアの中から、まず「少年Jとしづ言葉を冠した雑誌が生
まれる。明治 21(1888)年、少年園から創刊された『少年園』を皮切りに、明治 22
(1889)年『日本之少年』、明治 23(1890)年『少年文武』、『少年文庫』、『少年の
友J、明治 28(1895)年『少年世界』、と次々に「少年J向け雑誌が登場することにな
った。この背景には、明治 19(1886)年に発令された中学校令によって中学生人口が
増え、中学生向け読み物の需要が高まったことが指摘されている。6 r少年雑誌j
は学校に通う年少者の「課外読物Jとしてスタートし、「勉学Jr出世Jといった学校
的エートスをそのまま引き継ぐ形である時期まで発展する。
しかしこうした「少年雑誌Jは、決して今日で言うところの「少年=男子J専用の
ものではなかった。明治 20年代前半までは、「少年Jとし、う概念は「少年男女J、す
なわち男女間わず年少者全体を指すもので、あった。たとえば、明治 21(1888)年の
「少年園』には女子読者を排除する姿勢は見られないとしづ。7 明治 20年代前半、
メデ、イアは新たな読者として学齢期の児童 ・生徒を発見したが、まだ性別の意識
は希薄で、あった。
そののち、明治 28(1895)年 9月、『少年世界』に「少女欄」が開設される。これは
近代少年雑誌における最初の女子専用欄として画期的な企画で、あったと評価さ
れているが8、同時に当時まだジェンダー化していなかった「少年Jとし、うカテゴリー
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を男性ジェンダー化していく動きの表れで、もあった。「少年J雑誌は女子の読者を
切り離し、「少女機Jとして独立させ周縁化させることで男子専用の読み物と化し
ていく。読者カテゴリーとしての「少女Jは、「少年jからの分離独立としづ過程を経
て、 「少年=男子Jとは異なるものとして成立することとなった。それは明治30年代以
降、「少女」が年少女子の呼称として一般化したことにも表れている。 9 こうした経
緯は、教育の場において中学校から女子が締め出され、「女学校jに囲い込まれ
るようになった時代状況とパラレルの関係にあり、非常に興味深い。児童学者本
田和子は、この動きを「我が国流の近代化への操作J10としている。
そうして切り離されることとなった「少女」読者に向けて、少年雑誌から遅れるこ
と 10余年、「少女Jとし、う言葉を冠した雑誌が現れることになる。明治 35(1902)年 4
月、金港堂より我が国初の少女雑誌『少女界』が創刊されると、以後、明治 38
(1905)年『日本の少女』、『少女知識画報』、明治39(1906)年『少女世界』、明治40
(1907)年『少女の友』、明治42(1909)年『少女』、明治45(1912)年『少女画報』と、
次々と「少女雑誌Jが誕生する。これらは「少年雑誌jの「課外読物」的性格を引き
継ぎ、読者として、学校に通う女子、すなわち女学生とその予備軍たる小学生女
子を対象としていた。少女雑誌は、女子教育人口の増大とともに成長し、部数を
伸lましていくこととなる。
1 -3 r少女Jの模索
さて、こうして新たな読者カテゴリーとして浮上した「少女Jであるが、最初期の
少女雑誌における「少女」像がさまざまに揺れ動いたことはあまり知られていない。
「少女Jは「少年=男子Jとは異なるものとして措定されたものの、その内実におい
ては、未だはっきりと方向づけられてはいなかった。「少女」を切り離した少年雑誌
が、戦記、英雄伝、冒険小説など「剛健雄大J路線を突き進んでいく一方で、草
創期の少女雑誌は、新しく出現したカテゴリーである「少女Jのあり方を手探りで
模索するしかなかった。
それは読み手にとっても作り手にとってもほとんど未知の領成であった。「家の
娘jとして裁植に励め、親に孝行せよといった、封建的な「婦徳Jを掲げたものもあ
ったが、今日の我々がその言葉から想像するところのものとは大きく隔たる「少女
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性Jを打ち出したものも少なからず見受けられる。たとえば、最初の少女雑誌であ
る『少女界』は、「普のお姫様のようにグズグズしてはいけない」と呼びかけ、家に押
し入った大男の盗賊 3人を一万のもとに切り殺し役人に褒美を貰った 16歳の少
女の話(明治35年10月号「おえん嬢J)や、武芸の奥義を極め、衝の無法者を投げ
飛ばして退治した町娘の話(明治 35年 1月号「奴小万J)を、賞賛すべき武勇伝
として紹介している。 11 また、少女を主人公とした官険小説も盛んに掲載され、も
っと勇壮なものを掲載して欲しいとし、う読者からの投稿も見られる。
しかし明治 40(1907)年ごろを境に、少女雑誌における少女像が、家や村落共同
体の一員として「務めを果たす者Jから、「無知で無力な者Jr庇護されるべき者」
「愛玩される者」へと変わり、それがあるべき「少女らしさJとして以降定着することを
多くの研究者が指摘している。12 この転換の背後には、 「良妻賢母」思想、や、欧
米から輸入された「子ども J観の浸透に加え、回山花袋『少女病 ~(1907) に代表さ
れるような、年若き女子=少女を独特の美しさ、官能性を持つものとして恋愛、あ
るいは欲望の対象として見なす視線が一般化したことなどが挙げられる。ここにお
いて「少女jは、「少年=男子」とは異なり、「あどけなくJr可愛らしいJr愛玩される
べきJ存在として方向づけられることになった。
「少女Jとは、大人と子どもの聞に「青年Jr少年jとしづ境界的範囲書を出現させ
た近代が、さらに、それらをジェンダー化したことで出現した全く新しい概念て、あっ
た。明治 30年代以降明確化する、男女の位置づけを明確に規定し、別々の意味
づけをなしてし、く流れの中で、当初は男女共学て、あった中学校が男子専用のも
のとなり、そこから切り離される形で「良妻賢母J養成を目的とした「女学校Jが成
立する。また、雑誌メディアにおいて、年少者すべてを含む概念で、あった「少年j
から女子が分離独立し、「少女Jとしづ読者カテゴリーが生まれる。そして同時にそ
のころ「少女ミ女学生Jが、さかんに文学やジャーナリズムに主題化されるようにな
るなかで、年少の女子に独特の美しさや官能性をみる視線が一般化してし、く。か
くして、明治後期、教育制度とメディアに二重に囲い込まれる形で「少女」という集
団が誕生する。
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2章少女雑誌の読者共同体
ここまで見てきたように、「少女Jはまず女学生とし、う形で用意され、明治後期、
雑誌の読者カテゴリーとして囲い込まれる形で誕生した。大正期以降増大の一途
を辿る女学生層とその予備軍をターゲ、ツ卜に少女雑誌は成長し、「少女文化圏」と
もいうべき独自の領域を形作ってし、く。この章は今日の「少女趣味Jの母体になっ
た、大正から昭和にかけての「少女文化」が、少女雑誌においてどのように形成
され、どのようなコミュニケーションが行われていたかについてみてし、く。
2-1少女雑誌文化圏
明治 32(1899)年に高等女学校令が敷かれて以来、女学校は続々と新設されて
いたが、大正期に入ってその伸びはさらに急になった。第一次世界大戦後の好
景気は、 t位の教育熱を高め、政府は中等、高等教育機関において拡充策をとる
ことになる。女子教育においてそれは顕著であり、大正 7(1918)年には学校数にし
て257校、生徒数約 94000人で、あったものが、大正15(1926)年には663校、約 30
万人と急激な増加をみせた。これを男子の中学に比較してみても、大正 9(1920)
年まで学校数において中学校に劣っていた女学校は、大lE10(1921)年においてはほ
ぼ同数となり、それ以降は追い越すまでに至っている。 13
そうした受容層の拡大をうけて、少女雑誌の売り上げは年々伸び、大正期には、
『少女の友j](1908・1955)、『少女画報j](1912-1942)といった雑誌を中心に、少
女雑誌文化圏ともいうべきものが確立することとなる。それは少女向けのいつくか
の雑誌群とそのお抱え執筆者、編集陣、読者からなるはっきりとしたまとまりでLあっ
た。今日のように多くの娯楽がない時代においては、毎月の少女雑誌は少女の
娯楽の中心であり、その意味において、この少女雑誌文化圏は「少女文化J固とほ
ぼ重なるといってよいだろう。
昭和になるとここに『少女倶楽部j](1923・1962)が加わってさらに活況を呈する
こととなるが、こうした少女雑誌は、婦人雑誌の妹分、少年雑誌の兄弟分、また児
童雑誌の姉分として、出版戦略上欠かせないものとして位置づけられていた。たと
112 
日本的「少女趣味Jの誕生
えば『少女倶楽部』を発行していた大日本雄掃舎講談社は、それと並ぶ形で男
子向きの『少年倶楽部 JI( 1914・1962)、低学年向けの『幼年倶楽部』
(1926-1958)を発行している。また、『婦人画報J1(1905-)を発行していた東京社
は『少女画報』、『婦人世界JI(1906・1933)を発行していた実業之日本社は『少女
の友』と、婦人雑誌の将来の読者を囲い込む形で少女雑誌を創刊している。
いずれにせよ少女雑誌は、出版界にとっては無視できない一大分野となった。
出版社はそれぞれに読者を響い合い、競って娯楽的要素を盛り込むようになる。
明治期の少女雑誌にみられる「少女訓話Jr少女のっとめJのような一方的で堅苦
しい教育要素は影をひそめ、読者たる少女の反応をうかがい、それに応じて紙面
を決定する姿勢が前面に出て来るようになる。このころ確立された少女雑誌の編集
スタイルは、基本的に戦後のある時期にまで受け継がれることとなった。
2-2少女雑誌の読者共同体
出版社や年代によって多少の違いはあるものの、少女雑誌のコンテンツは基本
的に次の要素から成る。まず巻頭に見聞きの目次があり、口絵やグラビアのペー
ジがそれに続く。それから雑誌のメインコンテンツであるプロの作家による小説や
詩、編集部による様々な特集記事が載る。そして巻末には懸賞や告知と並んで
必ず読者による投稿欄が配されていた。これは短文、詩、短歌、俳句などを寄せ
る投稿文芸欄と、読者が短文のメッセージを寄せる投稿欄とに分かれていた。
こうした投稿欄を設けることは、少女雑誌に限らず当時の雑誌においてはごく
一般的なことである。自分の作った文章や詩、短歌、俳句、あるいは編集部への
要望や記事の批判を雑誌に投稿することは、青年層を中心に広く行われていた。
明治期に成立した数々の少女雑誌の投稿欄においても、文芸作品の投稿をはじ
め、記者への要望や質問、記事の感想、などがさかんに投稿されている。また雑誌
によっては読者同土の文通を仲介するものもあり、雑誌で知り合った相手と直接
手紙や写真のやりとりを行うこともあった。
しかし明治の後期から大正にかけて、そうした少女雑誌において、他の雑誌の
投稿欄ではみられない現象が現れ、誌上を席巻していくことになる。それはたとえ
ばこのような文章に表れている。
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思い出多い冬も逝こうとしています。若き乙女の胸に思い出だけを残して。
淋しい山里にて誌上の皆様をお偲びしていますの。(恵の露)14 
赤い灯の下に少函見つむる宵は、まあ淋しい瞳にはどんなになっかしい
宵でございましょう。其の度にまだ見ぬ皆様を、小さき胸をいだきてみしの
び致して居りますの。詩に絵に憧るる幼き我を、みやさしきみ手の下に導い
てやって下さいませ、では皆様・・・(東都瞳)15 
カナカナと鳴くヒグラシの声は窓暦に病の乙女の心をそそるでせう、淋し
い私には皆様が湛らなくなっかしいのです。(神奈川夢島菜子)16 
これらは大正期に人気を博した少女雑誌のひとつ、『少女函報 ~17の投稿欄に
掲載された投書である。非常に独特な言葉遣いで綴られたそれらは、「誌上の皆
様J、「皆様J、「誌上のお姉様方」と同じ雑誌を読む読者に向けて呼びかけ、しき
りに「なつかしさ」や親愛の情を語り、「仲間に入れてほしし、Jと訴えている。こうした
投稿者たちにとって、『少女商報』の読者は、ひとつの親密なコミュニティをなすも
のとして認識されていたことがうかがえる。そこにはじめて投稿することは、そのコミ
ュニティに新参者として参入することであり、「み手の下に導いてやってくださいま
せ」、 「お仲間に入れて下さいませJとし、う挨拶が必要な行為なのである。
また、特定の個人に向けての呼びかけもある。
コスモスの丈がのびました、おお秋・・神秘な虫の噴き・・・たまらなく私の
ハートに共鳴しますわ、誌友の皆様お変わりなくって・・・大連の南樫様兵
庫銀夢様お交り下さらない?(百夜子)18 
美言築いただいた哀歌さま。没故にみかへしがおくれてすみませんでし
た。私スクールなきまずしき子なんですの。でも永久におまじりくださいませ
(山茶花ちるよい無名箪)19 
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み言葉下さいました林愛子様 !こんな拙い私の名を御記憶くださいまし
ただけでも・・・あまつさえ復活を喜ぶと仰有って下さいましたみ心が嬉う
て・・ ・スクールライフを終えた笹子はこんなに・・・こんなにまで病み細っ
て・ ・・・はかなうございますわ。あなたもお大事に一一ね。(コスモスの家に
て篠崎笹子)20 
「お交りJとは「交際J、「みかへしjとは「お返事」とし、う意味である。今日のインタ
ーネットにおける掲示板のように、投稿者はペンネームを使って特定の読者、多く
は別の投稿者にあてて私的なメッセージを発信し、呼びかけられた投稿者はそれ
に対して「みかへしJの投稿をする。呼びかけられる対象は閉じ読者投稿欄の投
稿者が多いが、投稿文芸欄に掲載された詩や短文の作者であることもある。この
ような読者のやりとりは「誌上交際Jr誌上文通」と呼ばれ、ある時期から少女雑誌
の投稿欄はこのようなメッセージで埋め尽くされるようになった。
「小柳美音子様って、もしや一年の時甲組でご一緒だった S.M 様ではなく
て? みかへしを・・ ・J、「セームクラスの須恵チさま ! 私誰だかお分り?
みたより下さいませJ21のように、直接の知り合いに向けたと思われるメッセージも
中にはあるが、 f大迷Jや『兵庫Jなど地理的に隔たりがある相手に呼びかける例も
多く、誌上で「お交りjするのは、直接会ったことも話したこともない相手である場
合が大半であったと思われる。投稿欄とは、実生活ではほぼ知り合う機会のない全
国の同年代と出会える場、言葉をやり取りできる場でもあった。
それは私的な呼びかけを装っていても、誌上とし、う万人の自に触れる場所で行
われており、そのやりとりは見られることを前提としていた。ある特定の読者あて、あ
るいはf誌上の皆様Jあてのメッセージが掲載されると、そのメッセージを誌上で読
んだ別の読者がr..様おなつかしうJと「お交りJを申し込み、またそのメッセージに
対して別の読者から『お交り」のメッセージが掲載され・ ・・と、さまざまに分岐しつ
つ「お交りJのネットワークが拡がってして。投稿者は自分のメッセージに多くの反
応が寄せられるようさまざまに工夫を凝らした。その過程で、多くのメッセージが寄
せられるスター投稿者も誕生する。
「読者クラブ，J r愛読者の部屋jといったネーミングにも表れているように、投稿欄
は独自の作法と言葉遣いに則って参入するコミュニティ(r皆様Jrお姉様方J)とし
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て意識されている。現代におけるインターネットの掲示板がそうであるように、誌上
では、さまざまなf作法jが存在していた。「みことばJrスクールライフJといった独特
の用語、「・・・ですのJr・・・ですわjとし、う会話体で、のコミュニケーション、「お仲間
にいれてくださいませJrお交りをJとしづ交際の申し込み、 「・・・様!J rお姉様方J
といった呼びかけなど、他の雑誌文化圏には見られない独自の形式が見られる。
誌上交際でのやりとりは、お互いに本名や具体的な居住地、通う学校名などを
あえて明かさず、「大連南樫Jや「無名草J、「新潟鈴蘭の涙jといったペンネー
ムで行われた。本田和子も指摘しているように、ペンネームは「姓名とし、う形で貼り
付けられた不可避の遥命jから逃れ「理想、の女人Jとなるための「変身の呪文Jで
あった。 22 r白百合J、「銀夢Jあるいは「潮路かほるJ、「秋津怜子Jのようなペンネ
ームを使って投稿することによって、投稿者は平凡なr"家の娘J、r"村の一員J
である現実から切り離され、あえかなるー「少女Jとなる。ゆえにペンネームは誌上
でのアイデンティティとして大きな意味をもった。「誌上の皆様方! ! !芳香という
名は捨てましたの。悲しい没ゆえに・・・水草という名と改めましたよろしく・・・J(大
都水草)23のようにペンネームを変えたことを知らせる投稿も多く見られる。誌上
での呼びかけは、生身の現実のアイテーンティティから解き放たれた主体=r少女」
によって、月IJの「少女jへ、あるいは「少女Jの集団である「誌上のお姉様方Jに向
けでなされるものであった。必然的にそのやりとりは実名性、現実性から遊離し、
虚構性、遊戯性を強く帯びたものとなる。 24
少女雑誌の投稿欄は、少女たちに始めて与えられた固有のメデ、イアであった。
彼女たちは、そもそも「課外読み物jとして少女たちを啓蒙することを目的としてい
た「少女雑誌」を、独特の作法に則った投稿としづ手段によって自分達独自の共
同体に作り変えていく。それは「地域Jや「血縁Jといったローカルな共同体の枠組
みを脱した「想像の共同体J25とでもいうべきものであった。そこにおいては、独特
な言説様式(fみことばJrスクールライフJr・・ですのJr・・・ですわ」のような言葉
遣い)が国民国家にとっての「国語Jに相当する機能を果たし、ペンネームが少女
たちに、「少女読者共同体」の一員というもうひとつのアイデンティティを与える。そ
れは同時に、出版資本や教育の言説において、今まで一方的に押し付けられる
ばかりだ、った「少女らしさJを、少女たち自身が模索し選び取る機会を得たことを意
味していた。26
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少女たちの言説は、メデ‘ィアとし、う装置を通して全国の読者に共有されることと
なる。「少女趣味Jとは「読み/書きJを通して参入するこのヴアーチャルな共同体
において共有され、実践されるようになったコードであった。ここにおいて趣味共同
体として「少女jが立ちあがる。
2 -3 r乙女」とし、う特権的主体
この治外法権的な「少女読者共同体Jの発生とともに、「少女Jは、現実の読者
のありょうから遊離した虚構として、あるいは、もう一つのアイテ、ンティティとして、誌
上という言説空間に実体化することになったoそれは「乙女jである私という自意識
である。投稿者はしばしば自らのことを「乙女J、「少女J、「弱し、子」、「幸薄き子j、
「淋しい子J、「拙い子」、「悲しみの子Jとして語っている。
神戸の美音様。 I愛の終局の日にJ;を読んで思わず涙した乙女でござい
ますの。切ない胸中、お察しくださいませ。(東京華星)27 
今宵。ほの甘い春の宵。傷付いた胸を抱いて悩む弱い子にはあまりにち
たえがとう御座います。(京都若杉光子)28 
誌上のお姉様方、悲しみの子になった小さい私も、お仲間に入れて下さ
いませ。(新潟鈴蘭の涙)29 
「乙女Jはものに感じやすく、季節の移ろいやちょっとしたことにもすぐ心を動か
される「センチメンタルJで「デリケー ト」な存在である。またしばしば、ゆえ知らぬ悲
しみや人知れぬ悩みを「小さな胸Jに抱えて孤独に煩悶する「弱し、子j、「友無きJ
「淋しし、j子であり、少女雑誌と「誌上のお姉綴方Jの「みことばJを唯一の慰みとし
て待ちわびる可憐な存在として描かれる。投稿者は、現実には頑健で家族や友
人兄弟に恵まれていても、美々しいペンネームとともに誌上に載るときには「乙女j
の定型にしたがって、愁いを待びた「友無き子Jr幸うすき子jでなければならない。
それは r~家の娘 J 、 r~村の一員 J とし、う生身の現実から離れた、 言葉によって形
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作られるヴアーチヤノレな「私Jであった。
しかし同時に以下のようなメッセージも多く見受けられる。
又一ツ齢をかさねますわね。なんとなく華やかな乙女時代から一歩一歩
遠ざかっていくような気がして・・・・。(大分 夕美)30 
懐かしい十六の頃よ、替額色の頃よと懐かしむ方がうらやましい。運命の
神が私にあたえてくれた十六は・・・・あまりに淋しい悩ましい十六・-
(埼玉水色の星)31 
どこかに常春の国があったなら・・・・いつまでも少女のままで居られたな
ら・・・私小鳥のように軽々と、飛んでいきますものを。(中野婦美世)32 
皆様かがやかしい御正月がまたいそいそとめぐってまいりました。く中略〉
孔雀の様に、羽ばたきしながら、あえかな少女の歳をむかえましょう。(大阪
紅芙蓉)33 
ここには「少女J時代を人生の「春J、「蓄積色の頃Jとして、華やかなもの、特権
的なものと見なす視線がうかがえる。「いつまでも少女のままで居られたなら・・・」と
いったような、大人になることへの拒否感や当惑、また本来華やかであるべき少女
時代を淋しく過ごすI私」への悲哀、そうした感情は投稿欄において繰り返し語ら
れるモチーフの一つである。「乙女Jである私はしばしば愁いを帯びたものとして登
場するが、「乙女時代」は人生において特別な、かけがえのない、美しかるべき時
期として称揚される。それはしばしばI華やかJr楽ししリ、「清らかJr 1青きJ、あるい
は「感じやすいJr小さき胸を抱えて悩むJといった言葉で表現され、その価値は大
人になれば失われてしまうと嘆く。
こうした「少女JによるI少女(乙女)であることJへの賞賛は、戦前一般の「少女
文化」を貫くエートスであるといってよい。それは先にも触れたように、誌上におい
て「少女」が他の「少女Jにむけて「お交りJを申し込み、しばしば「蓄積の君Jなどと
花になぞらえ、「お慕わしいJrなつかしいJrうるわししリと熱烈な思慕の言葉を重
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ねていることからもうかがえる。メデ‘ィアの場においても、またその受容者が通う女
学校とし、う場においても、向性のf少女Jの中に特有の美や価値を見出し、憧れや思
慕の対象にすることは広く行われていた。いわゆるfエスJもその延長線上にある。
もちろんその視線は同じく「少女Jたる自らにもナルシスティックに向けられてい
た。「私の手はクラスの内でも有名なほど美しかったJU手J山梨 白百合)34、「な
んて優しい乙女らしい香だろう。〈中略〉甘い淡い匂い! ! ふとそれが柔なメリン
スに包まれた自分の肌の香と分かったとき涼子は嬉しさに泊がにじみそうだっ
た。 JU乙女十七J甲府糸山克子)35など、特権的な「少女時代Jを過ごす「乙
女Jである私を、投稿欄のメッセージは幾度も変奏する。投稿とは、向性聞のコミュ
ニケーションの中で、美しかるべき「乙女jたる私、独自の価値を見出され思慕さ
れるべき「少女Jたる私を発見・実現するための「自分語りJr私探しJの場でもあった
のである。
3章 「少女Jのエクリチュー ノレ
3 -1 r乙女Jと「ロマンスj
投稿欄の少女たちによって描かれた「乙女」はfロマンスJの特権的な主体であ
った。
乙女なれば、幸うすき乙女なれば、喜びの、悲しみのロマンスはあふれん
ばかり胸に包んでございますものを。(京都ほしか)36 
サラサラと慾に粉雪がすすり泣く今宵、く中略〉私は一人涙ぐみました。あ
あ乙女格に秘められた真紅の美しいロマンスの数々、あまりに華(はで)で
あった私をして、自然は淋しい悲しい今の私にしてしまいました。(r三人の
君にJ松江ひろ子)37 
この「ロマンスJ(ローマンス)とし、う語は、本来の「恋物語」とし、う意味ではなく、
漠然と「ロマンチックな出来事Jrロマンチックな雰囲気や気分Jr美しい空想Jを指
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すものとして非常に頻繁に使われている。「乙女Jたるには、「ロマンスjと共にあら
ねばならなかった。
「ロマンスJ、あるいはそれに類した状況は、誌上で盛んに語られる。「夢の様な
春の宵の淡さに抱かれつつ消えてしまいたうございますJ(あしや青い月)38、「病
葉が物なやましう土にかえりますのねハラリ秋!J (大連高女南楼子)39といった文
章はそれ自体が作者の「ロマンスJ=ロマンチックな気分の表れといえるものであっ
た。また「乙女椿に秘められた真紅の美しいロマンスJというように、「ロマンスjの内
容は示されず、「ロマンスJを触発(喚起)するシチュエーションが諮られることも多
い。このような場合の「ロマンスJは過去にあったロマンチックな出来事を示しており、
「なつかしさ」や「切なさJ、多くは憂愁をこめて現在から回想されるもので、あった。
そしてそのように「過去のロマンス」を語ること自体も一種の「ロマンスJとなる。いず
れにせよ、この「ロマンス」とし、う語は本来の意味するところを超えて独特の含みを持
つに至っており、少女たちによってかなり自由に、恋意的に用いられている。
誌上にはこうした、一般には「感傷Jr少女趣味Jの一言で片付けられそうなIロ
マンス」が横溢している。投稿欄は「誌上のお姉様方」に呼びかける場であると同
時に、感じやすし、「乙女」である私が特権的に感じる、あるいは所有している「ロマ
ンスjを語る場で、もあった。
3-2 少女美文
「ロマンスJの語りには一定の型が見られる。「ロマンスJの多くはそノ、あるいは
色や匂いなどの五感、季節や場所などの特定の状況を媒介に呼び起こされる憂
愁を帯びた陶酔で、あった。次にみるように、「むらさきJとしづ色に「あの人Jの思い
出を重ね、「枇杷のほの白し、小さいお花jに感じ入って泣くというのがその典型で
ある。それは「少女美文Jと呼ばれる特異な文体で綴られる。
思い出の砂丘! ! あの砂丘にまろびて、たった一冊持ってきた赤い詩
集を読んだのも・・・・それから憧れの月見草を手折ったのも思い出の砂丘。
淡くうるんで見えた大島の灯も、修くまたたいていたみ星様も忘られぬまま
に乙女の小さいハート刻まれであるものを一。cr唐津高女の皆様に」佐賀
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あざみ)40 
月・・・・月のみが私のなぐさめ。青いくさぐさのみ星よりも・・・緋色におち
る夕日よりも・・・。おお月 ・・ 月のみが私のいのち一。(芦屋青い月)4 1 
むらさき! なつかしい色です、思い出にみちたそして崇高な色です、あ
の方の風呂敷もむらさきでした(神戸真澄香代)42 
ウインタ ・ー・・おお厭や! カレンダーの頁がうら淋しくやつれてしまっ
て…・枇杷のほの白し、小さいお花、いたづきやすい私をすっかり泣かせち
ゃいますの(大分篠崎笹子)43 
「まろびてJrし、たづき」といった雅語が使われるかと思えば、 「おお厭や!J r泣
かせちゃいますのjのようなくだけた会話体や「ハートJrウインター Jといった外来語
が唐突に顔を出し、現代文と雅文が奇妙に混渇した文章だといえよう。また「み
星j、「・・・ものをJといった、少女雑誌以外にはみられない独特の言い回しも目に
付く。修飾句が重なって一文が長い上にわ ・・Jや「一一一J、体言止めや呼びか
け、感嘆符(! )が多用され、非常にパセティックかっ冗長な印象を与える。「洗練
された感受性が砕易するような感傷過多J44と評される所以である。
また、この文章の中に登場する物やシチュエーションも独特である。「赤い詩集J
「月見草Jrみ星(星)J r月JrむらさきJrウインターJr枇杷のほの白し、小さいお花J、
こうしたものを媒介にして「乙女Jのロマンスは呼び起こされ、語られている。好まれ
るモチーフは古典的な「雪Jr月Jr花Jr星Jを中心に幅広いが、とりわけ愛好され
たのは花で、あった。ペンネームをはじめ、投稿欄には多種多様の花と、それにまつ
わる「ロマンス」が語られる。他にも星や月、涙、露、宝石、ビロード、詩集、手紙
(レター)、賛美歌、ローレライ、ヴァイオリン(ヴィオロン)、日記帖、高原、古都、教
会、色の名前などが頻繁に登場する。
そうした道具立てなしに「乙女Jは「ロマンスJの主体にはなれなかった。これらは
乙女の「ロマンスjを宿らせるための依り代、いわば「乙女jのフェテイツ、ンュで、あっ
た。それらは「少女」のあり方と同様、リアノレなモノとしての実体から遊離したイメー
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ジである。少女たちは「北アメリカ原産のアカパナ科の越年草Jではなく、「月見
草」とし、う字面や響き、しばしば「あえかなる佳人Jと同一視される可憐なイメージを
愛好している。実際の月見草を見たことがなくても、 「月見草Jについての「ロマン
ス」を書くことは十分に可能で、あった。
こうした言葉に対するフェティシズムは「少女美文」を語るには欠かせない。「ま
ろびて」は「寝転がってjであってはならず、星は「み星様」でなくてはならなかった。
投稿欄で好まれたこうした語り、文体は、少女小説の金字塔といわれる『花物語J
451こ結実する。作者吉屋信子自身も投稿欄からデ、ビ、ューした作家であった。
それは一月見草が淡黄(うすき)の斑(はなびら)をふるわせて、かぼそい
愁いを含んだあるかなきかの匂いをほのかにうかばせた窓によって佳き人
の襟もとに匂うブローチのように、タ筒(ゅうずつ)がひとつ、うす紫の窓に
瞬いている宵でしたの46(í月見草JW花物語~)
けれども、あ』けれども、やはりどこまでもどこまでも、環は少女だ、った、少
女だ、った。雄々しくとも、健気でも、その胸は柔らかな女鳩(めばと)の胸毛
のしめやかに、春の雨に濡れて顛えるごとく、誓(たと)うれば、恨みありて、
弦断(It、とお)れしヴィオロンに残りし一線(ひとすじ)の、巨線のかぽそき音
に掻き鳴るように、ひと夏逝きし海のほとりの、浜の砂地に誰が子が捨てし
銀扇(ぎんせん)の破れ、打ちょする秋の波に佑びしく濡れて光るかのよう
に、 すべてが、あわれに優しくもの悲しい少女の魂の薄桃色(うすももいろ)
の小さき壷を柔らかに、ふくよかな胸に秘めて、ともすれば溢れ零れる乳色
の美しい涙が査の中に満ちて、やるせないものを。47(i日陰の花JW花物
語~)
「それは宵のことで、あったJrしかしどこまでも環は少女だ、ったJで済む内容が、驚
くほど多くの美辞麗句を連ねて語られる。本田和子はこうし、ったロマンス語りの「少
女美文Jの特徴をI一片の美しいことばに寄り添わせていろどりよくもう一片を添え、
さらにもう一片をまさぐりJr言葉の花づなJを緩りあげるものだと指摘しているが刊、
これらの文章の恐ろしく長い修飾句はまさしく「花づなJとし、うにふさわしい。「月見
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草Jとし、う乙女好みの言葉が、同じく乙女のフェティッシュである「砲」や「匂し、」とい
った語を引き寄せ、それらに連ねて「かぽそい愁いJrあるかなきか」や「佳き人」と
いったフレーズが畳畳と配されていく。
その連なりはきわめて唯美的・装飾的であり、論理性や文法的な事項はしばし
ば無視されている。「窓によってJの主語は「月見草」なのか「タ筒Jなのか判然と
せず、「日陰の花Jに至っては「誓うれば」に呼応すべき結びもない。配された言葉
が重なり、共鳴して、一種の詩的情趣のようなものが醸し出されているが、あまりの
修飾句の重なりに文が濁って意味が通らない箇所が多くある。簡潔明瞭、平明達
意を旨とする文章観においては、表層だけを飾り立てて実質がない文章として、
典型的な「悪文Jに分類されるだろう。
そもそも「美文Jとは単に「美しい文章Jを指すのではない。それは明治期に成
立した文章表現におけるージャンルとしてあった。 明治 30年代、言文一致体の確
立とともに近世以来の文語文は周縁化され、その中のある傾向を持つ文章が「美
文Jとして囲い込まれる。中村智也によれば、「美文jにおける文章は、 rw言文一
致』が台頭することで払拭していった『ことばの厚み』すなわち概念や意味に還元
されえない言語の物質性、表層性、外部性を基調Jとしており、「言葉の表層的な
彩(フィギュール)を組み合わせて読み手に美感を訴えるものJであったという。 49
つまり、言葉の向こうに意味やストーリーを見出すのではなく、言葉そのものを表
層的に味わい、酔いしれるための文として「美ー文jはあった。そしてそうした「美文J
は、言文一致を基調とし、「内面jのリアリズムを重視した自然主義的文学観にお
いては、表層だけで「中身Jのなし、「悪文」となる。
少女が「乙女Jとして書き、あるいは読み、酔いしれた「少女美文Jは、その意味
において正しく「美文Jの系譜に属している。それは何かを「描写Jし、 「表現Jする
というよりも、「月見草」や「ヴィオロンJ、「佳き人の襟もとJといった乙女のフェティッ
シュを寄せ集め、「花づな」のように唯美的に縫りあげてして営みである。その根底
にあるのは、字面や響き、イメージなど、「概念や意味に還元されえない言語の物
質性Jに対するフェティシズムであり、そこで指向されるのはテーマやストーリーで
はなく、美しい言葉を連ねることで立ち上ってくるある種の情趣、「ロマンスJである。
その意味において、少女が特権的に生きるところの「ロマンスJは少女のエクリチュ
ノーレ=少女美文の「内容Jにではなく、その表層的なディテール、装飾的な文の
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連なりそのものに宿るともいえるだろう。
ゆえにf少女美文Jは、何かを伝えたし、から書くのではなく、ただ、言葉の表層
から立ち上る「ロマンス」を志向して書く、いわばエクリチュールのためのエクリチュ
ールとし、う性格を帯びていた。大正期の少女に爆発的に流行した美しいレターセ
ット「華宵使筆Jについて研究した島本涜は、 f少女という名におけるエクリチュー
ノレは、自らの少女たる存在を確認するために、ただく書くこと〉のうちにJあり、「華
宵使筆jはただのレターセットとしづ次元を超えて、少女たちをエクリチュールへと
誘う「幻想、の磁場」であったとしているが50、投稿欄の言説空間もまた、少女たち
にエクリチュールの欲望を目覚めさせ、綴ること自体に宿る「ロマンスJへと駆り立
てたといえる。
3・3 乙女の欲望一「少女趣味J一
「乙女Jとし、う特権的主体を、花や星といった特有のフェティッシュをちりばめた
「美文J的なエクリチューノレ(r少女美文J)が支え、唯美的なfロマンスjへと向かわ
せる。今日における「少女趣味Jに不可欠な要素は、すでにこの大正期の投稿欄
において出尽くしているといってよい。その後の少女文化は、こうした傾向を「少女
小説Jや「少女詩j、「叙情画jといったものに引き継がせ、その領岐を大きく拡大
することになった。
とりわけ「少女美文」の世界を色濃く受け継いだのは「少女詩Jというジャンノレで、
あった。それは西条八十や北原白秋などプロの詩人の書くところとなり、言葉に宿
る「ロマンスJは美しい叙情函とともに誌面を飾ることとなった。少女小説において
も、川端康成、菊池寛などが新たな書き手として参入し、よりストーリー性の強い
作風を打ち出している。昭和期に入ると、少女雑誌は『少女の友』と『少女倶楽
部Jの二大陣営を中心に黄金期を迎え、さまざまな書き手、企画を取り込み表現
の幅を拡げていった。そうした中で、少女のフェティッ、ンュにはさまざまなレパートリ
ーが加わることとなり、語られる「ロマンスJも多様化してし、く。
その過程でI乙女Jのイメージも多様化の途を辿った。大正期以来のセンチメン
タノレでデリケー トな「乙女Jも根強く残るが、明るく活発なコメデ、ィタッチの少女像も
人気を獲得してして。そしてそれに従って、少女のエクリチュールは口語化し、そ
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の幅も拡がってし、く。昭和 10年代には「タ風にセルのお袖がかすかにゆらいで白
パラの花弁が・・・・J(和歌山城映子)51といった大正以来の「少女美文」が掲載
される一方で、それと並んで「アケミ様詩オ上手ね。キミの詩大好きなの。由利クン
元気? ハリキッテヨオ。ジャ又ボンソワー 。 J(三浦早苗)52といった調子の投稿が
並ぶようになった。また、詩の投稿欄には「帰りたいの/田舎に/春の日を浴びて
/土手に寝ころんだまま/青い空をながめたいの/そしたらきっと/あの人のこと
も/忘れるでしょう/そしてそのまま/名のない花になったら/どんなにうれしいで
しようJ(iのぞみJ鹿児島水上久子)53のような、 1980年代の「少女ポエム」と見ま
がう作品もみられるようになるのも興味深い。
しかし「乙女Jの性格が変わっても、それが特権的主体として「ロマンスIと共に
あるとしづ構図は基本的に変わっていない。少女のエクリチュールが比較的平易
な口語体になっても、「美文j的に少女好みのフェッティッシュをちりばめ、ストーリ
ーやテーマに優先して、唯美的に世界を構成しようとする姿勢は一貫している。そ
のエートスは戦後「少女漫画Jに引き継がれ、「恋愛」とし、う新たな「ロマンスJの型
を得て華麗に開花する。「目に星、背景には無意味に花が飛ぶJr日本人なのに
なぜか金髪jなどと棚橋されつつも54、漫画表現において独自の領域を切り開い
ていくこととなる。
今七三舎A
F両ロ伺
大正期に成立をみた「少女趣味Jとは、少女雑誌の読者共同体において生み
出され、全国的に共有されるようになった、「読み/書き」におけるコード(code)で
あった。そしてそれを特徴付けるのは、飽くことなきfロマンスj化への欲望、どこに
でも「ロマンスJを見出そうとするまなざしである。それは、「言葉」あるいはエクジチュ
ルーを通して「し、ま・ここJrこの私Jを唯美的に物語(ロマンス)化する。
そのコード、欲望はいつしか誌上の投稿欄から現実の世界へとあふれ出し、
「少女ミ女学生Jのエートスとして、一般に認知されるようになった。久生十蘭はそ
の小説「キャラコさんJ(1939)の中で、そんな「乙女Jたちの姿を描いている。 「浪漫
的(ロマンチック)Jで九、つも夢を見ているような大きな瞳Jをした「お嬢さん」たちは、
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「薄めたワインに蓋の香りをJ聞こうとし、ただの風にも「木蓮と蕃織と沈丁花の匂
し、Jを嘆ぎ耳元らずにはおれない。中年の画家を「チャーミング・プリンスJと呼び、顔
色の悪さを「オリーヴ色」、「陰気」さを「メランコリックな眼つきをしているのJと熱っ
ぽく語る。 55
「童」や「オリーグ色J、「メランコリックな眼っきJとし、う乙女好みの言葉によって、
なまの現実、自の前にある現実を「ロマンス」化し、その物語を生きょうとする。久
生はこうした「お嬢さんjたちの現実から遊離した「少女趣味Jぶりを抑撒をこめて
揃いている。彼女らは「身の回りの現実」に根ざして自分で考えることができない。
彼女らが生きょうとするところのfロマンスJも結局、 I本からの受け売り」あるいは
「人の真似Jであり、所詮は「水で薄められたワインJのように底の浅いものだという
ことをその後の展開において示している。
こうした、「乙女Jたちへの意地悪な視線もまた、「少女趣味Jの拡がりとともにあ
った。「少女趣味Jr女学生趣味Jは、男性、あるいは大人によって、しばしば抑撒
と瑚笑を以て語られるようになる。たとえば太宰治の「君たちなんか、まだ若いから、
針金で支へられたカーネーションをコップに投げいれたみたいな女学生くさいリリ
シズムを、芸術の気品だなんて思ってゐやがる。 J56といった一節に顕著なように、
少女ミ女学生は、「想像力豊かだが、限定された知的能力の持ち主」で、 I読ん
だものにすぐ影響されJ、芸術や文学に強く憧れていながら、それに対して「正しい
(深し、)読みができないJ57二級の読み手とされた。「少女趣味Jは、臆面もないセ
ンチメンタリズムに堕したロマンティシズム、あるいはもっと広範に、通俗化した「文
学J趣味、底の浅し、「文学J志向、キッチュ化されたハイカルチャーの代表例として、
盛んに引き合いに出されるようになる。 58
しかし、 「身の回りの現実」から黍離し、「読んだものにすぐ影響されJ、「物語」を
生きようとすることは、本当に「少女」のみに限られたあり方であったのだろうか。
国文学者前回愛は、明治期に登場した新たなタイプの読者、共同体の伝統に
よらず、個人的な読書によって自己形成する主体を「近代読者」と名付けた。そし
てそこに、孤独のうちに煩悶し、「文学」に生きる指針を求める「近代青年」の誕生
を見ている。59 共同体から切り離され、読書によって自己形成する主体として誕
生した「青年jにとって、「読んだものに影響され」、「身の回りの現実」から講離す
るのはある意味において必然であり、また九、ま・ここJrこの私Jを「物語」としづ文学
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的枠組みにおいてとらえ、言語化したいとし、う欲望もまた、文学熱や手記といった
形で青年に広く見られるものである。 f物語化Jの欲望において、「少女Jと「青年J
のそれは正しく相似形をなすものといえる。それゆえに、「少女趣味」は青年たちに
とって、 自らを卓越化(ディスタンクシオン)するための格好の負の指標となりえた
のではないだろうか。
いずれにせよ、「ロマンスJの名において「物語」化の欲望を臆面もなく実践して
みせた「少女Jたちは、ヴ、アーチヤルなリアリティを生きるとし、う意味において、もっと
もラジカルな「近代読者」であったといえよう。
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